
 

壷阪寺・高取城跡・土佐街道・古墳群や高取町内の風景、四季、祭

事、催事などを写真に撮ってコンテストに応募してみませんか？

人情豊かな「ひと」、文化豊かな「まち」をあなたの感動で伝えて

ください。 

＊＊夢創舘に応募用紙あります＊＊ 
      

応募要項などお問い合わせは･･･     〇入賞作品は読売新聞

富士フィルムイメージテック株式会社         紙上にて発表予定

  富士フォトギャラリー大阪 06‐6261-2323 

主催 高取・壷阪フォトコンテスト実行委員会 
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平成 20年 5 月 1 日 

    ～  
平成 21年３月20日

町
の
中
で
、「
大
神
宮
」
と
彫
り
つ
け
て
あ
る
大
き
な
燈
篭

と
う
ろ
う

を
見
か
け
ま
す
よ
ね
。
そ
の

「
大
神
宮
」
と
は
何
だ
ろ
う
？
と
以
前
か
ら
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、『
ふ
る
さ
と
を
学
ぶ

つ
ど
い
』
の
古
川
さ
ん
に
疑
問
を
と
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

常
夜
燈
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形
式
が
あ
り
ま
す
が
、 

町
内
に
あ
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
《
宮
立
形
》
で
す
。 

 

 

奈
良
県
内
に
遺
存
す
る
近
世
石
造
物
で
、
最
も
多
い
の
は
大
神
宮
の
燈
篭
で
あ
り
、
銘
文
に
「
大

神
宮
」「
天
照
皇
太
神
宮
」
等
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
伊
勢
参
宮
の
記
念
碑
で
あ
り
、
大
和
の
国
に
あ

っ
て
、
し
か
も
伊
勢
国
・
伊
勢
神
宮
へ
奉
納
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

江
戸
時
代
の
伊
勢
参
宮
は
、
群
参
を
な
し
た
も
の
が
、
資
料
上
で
は
十
数
回
あ
る
。
そ
の
う
ち

「
お
か
げ
年
・
お
か
げ
参
り
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
慶
安
三
年
、
宝
永
二
年
、
明
和
八
年
、
文

政
十
三
年(

１
８
３
０)

の
四
回
あ
っ
た
よ
う
で
、
特
に
文
政
十
三
年
の
お
か
げ
参
り
で
は
、
造
建
の

盛
り
上
が
り
は
た
い
へ
ん
な
も
の
で
、
多
く
の
燈
篭
が
一
斉
に
造
ら
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

荒
井
留
五
郎 

編
著 

「
奈
良
県
の
太
神
宮
常
夜
燈
」
参
照 

 
以
下
、
高
取
町
に
現
存
す
る
「
大
神
宮
常
夜
燈
」
で
す
。 

  
 

 

高
取
町
に
現
存
す
る
「
大
神
宮
常
夜
燈
」

松
山
春
日
神
社
境
内 

 
 

 

慶
応
２
年 

松
山
春
日
神
社
鳥
居
前
右 

 

文
化
２
年 

松
山
春
日
神
社
鳥
居
前
左 

 

文
政
１３
年 

兵
庫
内
記
家
北 

 
 

 
 

 

文
化
10
年 

田
井
之
庄
山
田
家
南 

 
 

 

文
化
６
年 

藤
井
天
満
宮
鳥
居
前 

 
 

 

享
和
元
年 

市
尾
天
満
神
社
前 

 
 

 
 

寛
政
８
年 

市
尾
曽
羽 

 
 

 
 

 
 

 

天
保
９
年 

市
尾
高
井
氏
神
社
入
口 

 
 

明
治
３１
年 

丹
生
谷
春
日
神
社
参
道
口 

  

越
智
公
民
館
前 

 
 

 
 

文
政
１３
年 

 
 

佐
田
春
日
神
社
境
内 

 
 

寛
政
８
年 

 
 

佐
田
春
日
神
社
境
内 

 
 

天
保
２
年 

 
 

観
覚
寺
高
皇
産
霊
神
社
参
道
口 

 

 
 

上
子
島 

 
 

 
 

 
 

 

安
政
６
年 

 
 

下
子
島

４７０
久
保
家
西 

 
 

明
治
１２
年 

 
 

下
土
佐
国
府
神
社
参
道 

 
文
化
１４
年 

 
 

清
水
谷
東
商
店
角
入
る 

 

寛
政
１０
年 

 
 

吉
備
春
日
神
社
参
道 

 
 

 

 
 

森
交
差
点
信
号
の
東
北 

 

大
正
１３
年 


